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特殊環境に於ける寄生虫調査成績について〈第三報〉

鈎 虫 キ ヤ リ ヤ ー の 症 状 並びに血液所見

石 塚 達

日本鉱業株式会社峰之沢鉱業所医院（指導 岩田繁雄教授）

（昭和 32年 8月9日受領）

緒言

寄生虫疾患の予防対策のーっとして，学校其他諸団体

の集団検便が盛んに実施されるにつれ，過去においては

比較的少いと思われていた鈎虫寄生が案外高率てあり，

且つ鈎虫症としての自党のない鈎虫卵陽性者，換言すれ

ば所謂無同党性鈎虫症（岩田〉或いは鈎虫保有者乃至鈎

虫キヤリヤーと呼ばれる人々が相主l多数にみられる事が

判明して来た。

之等鈎虫キヤリヤーと称される人々は，日常一般健康

人と何等変る処なく生活してはいるが，果してその生活

が医学的に健康人と全く同様の水準て行われているか否

かは充分に検討を要する問題てjf，り，一方社会的には新

しい鈎虫感染源として決して等関に出来ない問題てある

と思われる。

私は先に第1報（石塚，1954），第 2報（石塚，1956)

において，鈎虫の疫学的万面よりする観察並びに鈎虫キ

ヤ リヤーの体陥，身体機能に関する報告を行った。今回

は前回に引続き静岡県l峰之沢鉱山従業員のllfJ和30年皮の

寄生虫調査成績と，との調査の結果判明した鈎虫キヤ リ

ヤーの症状並びに血液所見について調査研究を行ったの

でその結果を報告する。

対象及び検査方法

昭和3011:5月，静岡県磐田郡竜山村降之沢鉱山におい

て，従業員 62（）名につき検便を実施し，その中鈎虫卵陽

性者男子72名k子10名について，白党的，他党的症状を

調査，日：にその中男子71名，kチ 6そうについては血液検

査も実施し得た。猶之等の調査人民はすべて正常に業務

に従事していた者ばかりである。

TOHRU ISHIZUKA: Investigation of parasite 
carriers in speci五cenvironment. (3) On symptom 

and blood-picture of hookworm carriers てMineno-
sawa Mine Hospital, Shizuoka Pref.) 

虫卵検在 ：虫卵の検査は各人に便の呈出を求め，之を

飽和食塩水による浮説法によって検査した。

症状調査 ：予め調査表を用意しておき，個人々々につ

いて問診，打聴触診をする事によって＋ーの符号て記入

した。而して稀な症状は±， 比較的屡々みられる症状は

＋， 非常に屡々みられるものは十十とした。

血液検査 ：血液はすべて耳菜採血を行い，血球の算定

はトーマツアイス式により，血色素呈はずーリー氏法に

拠った。尚使用器具はすべて検査合格品てある。血液像

の分類並びに赤血球直径測定の目的にはギムず氏染色標

木を用いた。

検査成績

A.寄生率

箆 1表に示す如くであって，被検人員 629名中陰性者

は 166名26.4%であり，之を前年度の陰性率と比較する

と第1図の如く ，むしろ低下しているが，之は昨年度は

塗抹法によって検便を行ったが，本年度は浮説法によっ

た為検出率が高くなったものと思われる。

寄生虫保有者の中，鈎虫卵陽性者 129名20.5%，畑虫

卵陽性者 339名目3.9%であって前年度よりわずかに減少

がみられるが，前述の如く ，両年度に検査方法の相違が

あるので，との差は数字通りのものと判断するわけには

ゆかない。

年令別の寄生率を第1表によって見ると，鈎虫は40歳

台が22.990て最も高く ，次いて20歳台の22.3%,50歳台

の20.8%,30歳台の 17.6%で19歳以下の15.8%が最も

低く年令的に特別な傾向は見られないが，畑虫の場合に

は表に見る如く若年者に高く高年者に低い傾向を示して

し、る。

叉混合感染の状態について観察してみると，鈎虫につ

いては鈎虫単独寄生率と，鈎虫畑虫， 或は鈎虫畑虫鞭虫

の三者混合感染は略同率であるが，姻虫の場合には単独

寄生が混合感染の場合より造かに高い率を示している。

( 12 ) 
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種類鈎←

第 1表 昭和 30年度調査，寄生虫保有率（浮説法）

虫回鞭東陰

虫

毛計

虫性年齢虫
鈎の 鈎鞭鈎鞭姻鈎虫回 虫回の 虫回鞭虫回鞭東
虫み 虫虫虫虫虫虫虫 虫み 虫虫虫虫毛虫

6 1 
19歳以下

15.8 2.6 

0 3 2 11 9 

7.9 5.2 29.0 23.7 

0 25 2 

65.8 5.2 

0 10 38名

26.3 % 

20～ 29 
47 15 
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0.5 
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19 1 54 212名
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16 15 55 36 

7.6 7.1 25.9 17.0 
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5.2 
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2.6 

34 
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1 100 

0.5 51.8 

51 
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% 

27 
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36 
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10 33 27 
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1 41 

0.6 26.1 

157名

% 

50歳以と 6 
20.8 
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2 5 
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34.5 
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3.5 
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13.8 

0 13 

44.8 

。 29名

% 

計
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61.S ~ 27年

国 29年

仁コ 30年

40 37.1 

30 

201 

10 

。
姻虫 S旬虫 謙虫束毛虫隆社

第 1図年度別寄生率比較

血液型と鈎虫寄生率：

今回の検診の機会を利用して従業員全員について血液

型の判定を行った。之を鈎虫卵陽性者群と陰性者群とに

分けて百牙比を比較すると第2表の如くであって両群の

間に全く差異は認められず，鈎虫寄生と血液型との聞に

は関係が無いと思われる。

( 13 ) 

第 2表血液型と鈎虫寄生率

0型 A型 B型 AB型

鈎虫卵陽性群 31.2 37.5 22.2 9.1・M
鈎虫卵陰性群 31. 0 36. 2 22. 0 10. 7 % 

B.鈎虫キヤリヤーの症状

症状の調査は予め用意した調査表に基いて行ったが，

先づ自覚症状と他党症状とに分け，自覚症状は更に神経

症状，消化器症状，循環器症状に大別して各々に細目を

設けた。調査は男女共？と行ったが，女子の場合は例数も

少いので表中に数字を挙げるに止め，以下主として男子

について検討した。

1.自覚症状

自覚症状の中，最も訴えの多いのは神経症状て、あって，

疲労し易い，肩凝り，が共に41.6%で、あって症状中の最高

頻度を占め，盗汗が最も少く 8.3%である。神経症状に

次いて多いのは循環器症状てその中，顔色が悪いと訴え

る者が 33.3%，次いで目立最を訴える者 26.4%，更に心惇

尤進，四肢の冷感が之に次ぐが自覚的に浮腫を訴えた者

は一名もなかった。消化器症状は三者の中て最も少く，

その中，中腹部痛を訴える者ほ26.4%存在した。勿論之

は他の症状と同様に程度は軽く，平素苦痛に感ずる程て

はない。次に目立つのは食思冗進の19.5%である。次い

で腹部膨満感の16.7%，空腹時痛15.3%が多く，最も少
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極く軽微なものが 4.2%に見られた。

腹部の触診ては圧痛を訴える者が18.1%で，圧浦部位

を図示すると第2図の如くである。比較的上腹部に痛み

を訴える者が多かった。肝臓を触診し得た者は 2名 2.8

%にみられた。

以上の如く症状調査に於いては，自覚症状ては神経症

状を訴える者が最も多く ，次いで循環器症状， 消化器症

状のJI固であり，他党的には第E肺動脈音の充進が最・も多

く，心音不純，皮脂粘膜の貧血が之に次いて居り恰も脚

気様症状を呈する者の多い事を知り得た。

C，鈎虫キヤ リヤーの血液所見

白血球数，赤血球数，血色素量，血色素係数並びに白

血球像分類の結果は 5表に示す如くである。今之を個々

について検討する。

いのは日区吐の1名て之は最近理由もなく枢吐したのて一

度診察を受けたいと考えていたと述べた。

2. 他党症状

他党症状て最も多いのは第I肺動脈音の尤進であって

40.3%を示し，次いて心音不純36.5%，皮庖粘膜の賓血

-30.6%, JL＼独音界拡張18.1%の順て、あり，爪甲の変形は

( 14 ) 

0 72名
／一一一ーーーーーーノ、ー一一一一一一一一一ー一ー、、
土＋ 計 %

9 5 14 19.5 

14 5 19 26.4 

6 3 9 12.5 

18 6 24 33.3 

0 0 0 0 

4 4 8 11.1 

1 3 4 5.5 

腹部圧痛点第2図
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第 5表血液検査成績

N 
w R Hb Fl B E 

J St 

0 5838 411万 77.80.9S 0.09 9.64 0.78 12.08 

♀ 5050 363万 75.01.05 0,08 12.67 0.50 10.25 

N 
Ly Mo Pl 

2 3 4 5 

25.37 11.39 1.85 0.08 34.42 4.39 0.01 

26.38 12.25 1.41 0.25 31. 75 4.00 0. 

第 6 表

白 血 球 赤 血 球

実数% ×万 実数 %

4000以下 6 8.4 320以下 4 5.6 

4500 3 4.2 340 4 5.6 

5000 9 12.7 360 7 9.9 

5500 18 25.4 380 8 11.3 

6000 10 14.5 400 4 5.6 

6500 10 14.5 420 22 31.0 

7000 7 9.9 440 10 14.1 

7500 6 8.4 460 5 7.0 

8000 2 2.8 480 3 4.2 

8500以上 。。 500以上 4 5.6 

血色素 :m: 色素係数

ザ~ 1) ~ 実数が
% 実数 %

100以上 1 1.4 1.1以上 13 18.3 

95 2 2.8 1.0 17 24.0 

90 6 8.4 0.9 24 33.8 

85 8 11.3 0.8 14 19.7 

80 17 24.0 0.7 2 2.8 

75 18 25.4 0.6 1 1.4 

70 14 19.7 0.5以下 。。
65以下 5 7.0 

白血球数：白血球数の平均は 5,838± 124.80てあっ

て，わずかながら正常値よりも低い。白血球数8,500以

上の増多症と考えられるものは 1名もなく， 5,000以下

111 

に上っている。

血色素足：ずーリー氏法に拠る血色素量の平均値は

77.75±1.04%であるが， モの申 100%を超える者は

1名のみで，75%以下て貧血状態と考えられる者が37名

52.1%と半数を超えている。

色素係数 ：色素係数の牙布の巾は広く ， 1.1を超える

者13名18.3%, 0.8以下の者17名23.9%であってモの平

均航は0.94±0.02である。即ちとの貧血の中には日色素

性の者も低色素性の者も共に認められるが，全体の平均

としては軽い低色素性の傾向を示している。

白血球像：白血球の百牙比の平均は前掲第5表の如く

であるが，全体としてみると好酸球増多，好中球減少，

リンパ球，単核球の減少の傾向が見られる。之等の中最

も変化の多いのは矢張り好酸球てある。

第 7 表

女子 酸 球

実数%

1%以下 2 2.8 

3 3 4.2 

5 10 14.1 

7 15 21.1 

9 15 21.1 

11 10 14.1 

13 1 1.4 

15 4 5.6 

17%以上 11 15.5 

単 核 球

実数%

2.5;10以下 16 22.6 

3.5 13 18.3 

4.5 16 22.6 

5.5 11 15.5 

6.5 6 8.4 

7.5 5 7.0 

8.5%以上 4 5.6 

リン’ノf 球

実数 fb

25.5%以下 1216.9 

28.5 10 14.1 

31.5 5 7.0 

34.5 11 15.5 

37.5 14 19.7 

40.5 3 4.2 

43.5 9 12.7 

46.5以上 7 9.9 

好中球核数

実数%

1.65 1 1.4 

1.75 8 11.3 

1.85 11 15.5 

1.95 9 12.7 

2.05 16 22.6 

2.15 10 14.1 

2.25 8 11.3 

2.35 7 9.8 

2.45 1 1.4 

の減少症は，25.3%を占めており ，全体の益分の lが白 好酸球：好酸球の分布状態を見ると， 3%以下は 5名

血球減少症を示している。 7.4%であるが 7%を超える増多症は56名78.9%で全体

赤血隷数：赤血球の平均は 411.27± 5.64万てあつ の 3/4以上を占めており，就中11%以上の強増多症は26

て，正常男子の平均値に比し梢少い。その中 500万を超 名36.6%を占めている。即ち調査対象の大部牙は好酸球

える者は 4名 5.6%であるが， 400万以下は27名38.0% 増多症を示していた。

( 15 ) 
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リンパ球 ：略正常の動揺範囲内にあると考えられるが

その値は梢低目である。百分比が26.9%以下は12名16.9

%であり， 45%以上の増多を示す者が 7名 9.9%であっ

た。

単核球 ：平均値が4.39であって梢低目てはあるが，之

もリンパ球の場合と同じく生理的動揺範囲の内に含まれ

ると考えられる。

好中球：好中球は前掲の表の如く，幼若型0.78%，梓

状型 12.08%，分葉型は合計 40.74%であり，乙の数字

よりすると梓状型が比較的増加しており ，左方推移の傾

向ではないかと考えられ，之を Karyogramに描くと点

線の示す如く明かにその傾向が窺われる。然し乍ら之を

う4
30 
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第 3図 Karyogram

杉山氏の方法に基いて核数を計算してみると，平均核数

は1.60から 2.49の聞に好布して居り，その算術平均値は

2.04である。即ち杉山氏の唱える如く正常平均値が1.96

なればζ の値は右方推移と考えられるわけである。鈎虫

症における好中球核数の検討には一般に Cooke-ponder
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第 5図好酸球と症状との関係

・杉山氏法による例が多いので，今回もこの方法による 数を縦軸にとり，好酸球%を横軸にとってみると，両者

結果を採りたい。 の関係は第5図の如くであって，之叉相関々係は否定し

其他の病的細胞：血液像の牙類に当って， I例に 1個 得る。他の相関図は省略した。

のプラスマ細胞を見たが，他に特別な所見はない。 赤血球直径計測 ：赤血球直径の計測結果ては殆ど正常

好酸球と他の白血球細胞，貧血，症状との関係 ：前述 と思われる者，大小不同が明瞭に現われている者，比較

の如く百牙比において好酸球は増加しているが，他の白 的小赤血球性の者の三群に牙けられる。叉小数には多染

血球細胞との量的関係を Elmonogram によって観ると 性の傾向を示す者も見られた。

第 4図の如くであって，絶対数においても好酸球は増加 直径計測の結果を Price-Jones曲線に描くと第6図の

し，好中球と単核球は梢少い。文好酸球の増減と白血球 如くであって，之を正常曲線（小宮悦〉に比較すると，

数，好中球数，リンパ球数，単核球数等の変動とは特別 明らかに左方移動がみられる。即ち先の赤血球数，血色

な関係を有しない。叉好酸球と貧血の間にも相関々係は 素量と併せ考えると，小赤血球性低色素性貧血であると

見出し得なかった。更に叉症状については±のものは 1 判断出来る。尚赤血球の平均直径は男女共に7.45μてあ

点，＋のものは 2点として表わし，各々の症状の合計点 る。

( 16 ) 
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第 6図 Price-Jon田氏曲線

総括並びに考按

昭和29年皮において， 虫卵検査号行った後に胴虫及r~

Jf<B虫保有者については一部活望者のみに駅虫を行った

が，集団的に馬区虫を実施する機会を1~ぬま〉に終った。

30{FJ.乏の検便に際しては浮説法による検査を行ない，

その成績は前述の如く ，姻虫，鈎虫に於いては29年度に

比し梢少い値を示しているがζのだは有ぷてはない。然

し倹ftのノヴ法が異っている為両者の差を同列に見倣す事

は妥吋でなく ，何れにもせよ30年度は29年度に比岐して

寄生率は減少しているのではないかと忠われる。

次に以上の調査の対象となっ乏人々の中，鈎虫卵陽性

者即ち鈎虫キヤリヤーの問題について－1＂！；・察を加えてみた

し、。

即：；何等かの愁訴を有し，その訴えに基いて医師が検

査を行い，その結果糞便中に鈎虫卵を検出した場合，孜

々は之を鈎虫症と呼んでいる。然らば所羽鈎虫キヤリヤ

ーと鈎虫症との中日込｝；は何処にあるかと~~－う問題てある

が，之については未だ劃然たる［＞（別は存しない。 1(Jjして

亦，；とを臨床的に或は病理学的に明確に区別する事も亦

困難であろう。

一般には集団検使等て鈎虫卵が｜湯性てあったぬ合に，

別段大した制約佐設ける事なく之を>fril!Jlキヤリヤーと呼

び慣わしているものの如くであり，私も亦以上の調ftに

際して；ふ殆ど症状圭 rH:t しない為， n らはJi~虫J感惜の司王

尖を誠；》了，何々検便の給月；鈎虫卵を}fr見した人々を鈎

虫キヤリヤーとして取扱った。 1Mしてζの調査の結民に

よってみても，キヤリヤーと鈎虫症忠肖との聞には恨木

的な相述が存するわけではないと号えられる。然し両’(1

の呼称を区別する事は，鈎虫感染者が如何なる状況の下

( 17 ) 

113 

て発見されたかを明．らかにすると ととなり，予防医学的

凡地よりm要なな味をもつものであると考える。

扱て鈎虫キヤ リヤーの年令鴎成については，大阪医大

内科における成績（中村他， 1955）て、は若年者のノJがl河

本になっているが，今回の調査では年令について特別な

ぷ異は認められなかった。

キヤ リヤーの症状について諸家の報告を見ると，相当

広範l別に同党的他党的症状が認められているが，木i調奇

ても何下かの症状を有する者は案外に多かった。然し之

は個人々々について詳細に診察した結果であって，その

純度は比較的t怪い者が多く ，少し症状が強いと忠われる

者でも，日常生活に交防を来す程のものではないと忠わ

れる。

その症状の個々についてみると，何れも外来或いは入

院忠者て鈎虫症として拠われている患者の症状と一致し

ており，循環器系，消化器系，神経系の何れの症状も認

められ，従って臨床症状からゴえば鈎虫症と鈎虫キヤ リ

ヤーの相違は単にその程度の問題てあるとの印象在受

ける。

鈎虫症において血液の変化は兎要な所見てあり，その

中ても特に資血は詐明であって，種々の随伴症状か起す

原因ともなっている。私の得た血液所見を鈎虫症のそれ

と比較してみると，赤血球 300万以下58%（宕悶，1954)

54.6% c北山， 1951）等に比較して減少の程度は将皮て

ちり，血色素J'fc709o以下70% c岩田） , 84.8% c北Lil)

に比し19.0%という今同の結果は正常よりも低いが矢張

：）科皮は軽い。 P-J曲線はその頂点が活田においては

7.0μ 附近に，北山は 7.2μ附近にあるが，私の成総て

は 7.5μ に頂点があり，直径平均は7.45であって之も左

}J移動の程皮は梢少い。

「liffi球数い鈎虫症では一般に正常値であって，定l性症

に於ては附加を，慢性症にあっては減少を認める事があ

り，貧血が高度の者には白血球の減少と共に好猷球の欠

如を伴なうことがあると：3われている。今回のキヤリヤ

ーの調1~ては白血球数は経皮の減少を来たしており ， ド1

Jf11球数8.500以上の的多はー名もなかった。従って此

の場合の白血球数は慢性鈎虫症の様相を呈ナと考えら

jしる。

叉好酸球の別多については，一般に診断の・ifi:要な下H十

サとなる程広く認められた事実であるが，症状が1fUJ＆と
なり骨髄機能が侵されてくれば反って減少する事が認め

られている。私の調宵ては好酸球2%以下の者は，わず

かに 2.0%であり，平均9.46%で明らかに増多をぷして



lH 

Jr1iり， zヤヤリヤーの場合もM眼球のJ1iJ多は診断上ill史Jj:

)fr見である。

好中球の核数は報告者によヮてその成品J.'lはまちまちて

J，.；）。或は左ノj移動ありとi：ぃ，或は：釘ブj移動ありと~

べられている。本調丘ては幼lf型の出現，約！状核細胞の

附加等も幾分認められ左ノj移動の傾向もゐる様てはある

が｜亥数の平均としては2.04・，どあって右ノljJ住移と判断され

•.;)u 

リンハ球，単核球については十l!ifJt（タ卜（1955）或いは河

川 (1932）等の報告によれば，~lj .占－は噌多，後者は減少の

傾向がみられている。小山（悦〉 (1954）によれば，リ

シパ球の正常他．は25～45°0て、平均38.0%，単核球は平ltJ

5.690であるとJわれているが，然りとすればリンハ払

3・1.42 9o，単核球4.3990とJぅ{p'［は，両岳共に生理的動

1；＇＇；向 llH'Fら梢低く ，m多症は否広山来る。

寄生虫疾忠において，好目立球は貧血が1.'.M交になるに従

い減少するとJわれ（河内， 1932), 叉好酸球とリン／え

球との問には軽j立の逆相関があるとの報告もあるが〈判

jllj, 1932），前述の在日く今回の調丘ては特別な関係を凡

u・，し1-lfなかった。》(lji核球や症状等との内にも凶係は誌

心得なかった。

結語

近H与寄生虫疾患、は全l ：－！~l的に減少の傾向を示しているも

の〉如くであるが，決して楽観削ナφ主は出来ず，今ll!I

の調査でも1芽生率は低いとは云えない。殊に寄生虫症と

して治疫を受けている百以外に，木人の自党しないキベ’

リヤーが相当数存在するものと芯えられる。而して鈎虫

症の場合は，畑虫症と異り，虫卵の検出が比較的困難な

即由もあって特にこの事が大きな問題となって来る。こ

の鈎虫キヤリヤーについての確定的な定義は未だ確認さ

れていないか，私は此処てr1~；；~病的 n 1:t を伴わないでイ，~~

ペ集団検使等の機会に発見された鈎虫卵保有者を鈎虫キ

ヤリヤーと呼んだ。

而して本調査に於ては1iH械に引1泣き鈎虫キヤリヤーな

その症状及び血液所見より矧察検討を加えた。

をの結果精細に調査すればキヤリヤーの多くは自覚的

仁も他党的にも矢張り病的状態にあると3ぃ得べく ，所

川鈎虫症と診断された患者に比してその程度がれいと＂£.，・

うに過ぎない。［市も之等のキヤリヤーは鈎虫卵をtJVi世し

新らしい感染源となり得る.r.'i-におい－c，細菌性疾忠にお

けるー的保有者と同総，充分治政の対象としてill要性のあ．

るものと考えられる。

稿を終るに際し御指導御校閲を賜わりました恩師大阪

〔寄生虫学雑誌・ tr~ 7 巻 ・ ~r~ 2号

医大内科岩田教授，本調査に御便宜を御与え下さった 日

鉱ii牢之沢鉱業所医院前院長中森義氏［$先生，現院長三好喜

久造先生，並びに調査に御協力戴きました大阪医大内科

上回，述藤両学兄に主主心より感謝を捧げます。

本論文の要旨は第25凶日本寄生虫学会総会及び大阪医

科大学第14凶医学会総会において発表した。
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Summary 

The author made examinations of feces over 

the emyloyers of Minenosawa Mine in Shizuoka 

Prefecture, by means of the fioa旬 tionmethod. 

Results obtained weve as follows : 

Numbers of examined person: 629. 

Parasite eggs carriers: 73.6 rtt. 

(hook-kworm carriers: 20.5 r;G .; 

Most of those carriers above mentioned developed 

the symptoms consciously or unconsciously. (sub‘ 

( 18 ) 
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Jectively or objectively). 

But comparing with hookworm patients their 

symptoms were slight. 

As the results of blood test, decrease of erythro-

cy也s,leucocytes, Hb, and hypochromatic anaemia 

wereobserved. 
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Obviously, eosinophylic leucocytes is increasing, 

neutrophy1ic leucocytes is decreasing, and their 

nuclei are increasing. 

The diameter of erythrocytes were shorter than 

the normal cell, and the left remove of P-J curve 

were also observed. 
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